






















































学・語言研究所『漢語方言地図集』3 巻（音声巻、語彙巻、語法巻、地図 510 葉）の
















簡潔な紹介と 5 枚のサンプル地図が掲載されているので参照されたい。 
	 http://heritage.lt.kanazawa-u.ac.jp/projects/research/fangyan 







	 言語地図には大きく言って２種類のものがある（Chambers & Trudgill 1980）。一つ
は、display map と呼ばれ、各調査地点で得られたデータを忠実に地図上に表示したも





















高まり、2010 年 11 月には北京語言大学で第一回の「中国地理言語学国際学術研究討
論集会」が開催された。この会議は、The Protection and the Utilization of Traditional 
Dialects in China and Japan（日中方言の保存と利用）なる副題が付けられ、金沢大学が
共催機関となった。引き続き、2012 年 10 月には南京大学で第二回の同会議が開催さ
れた。ところがいずれの会議でも『漢語方言地図集』を利用した研究の数は多くなか





























その後、グロータース神父が 1939 年～1948 年の 10 年間に中国で実践された言語地理








	 このプロジェクトは Project on Han Dialects （PHD）と呼んでいる（平田 1996 参照）。
現在、中国の研究者との連携が可能になっているのは、このように我々の研究が中国
の先を行っていたためである。 


























・ 資料データ：書誌 6000 件強 
・ 地点データ：県レベルの地理情報 3000 地点＋郷鎮・村落レベルの情報（未確認） 
② 言語データ 

















	 地図データについては、科研費研究成果公開促進費の助成を受けて、下記 2 冊の地
図集を出版した。 
1．『漢語方言解釈地図』、岩田礼編、岩田礼・村上之伸・木津祐子ほか 10 名著、
白帝社、2009 年 12 月、49 項目、地図 95 葉。 
2. 『漢語方言解釈地図	 続集』、岩田礼編、岩田礼・木津祐子・中西裕樹ほか 8
名著、好文出版、2012 年 2 月、46 項目、地図 61 葉。 






























化したもの。G 類ではさらに変化が進み、“日”が脱落してしまった。B-1 は A 類
と B 類の中間的段階を反映し、[tɕin ɚ]のように融合・単音節化に至っていないも
の。“今儿”のほか、“今日”と表記されることがあるので、例外措置として同じ記
号で表示した。全体として、長江以南に A 類、長江以北に B 類と G 類が分布する
傾向があり、北方で第二成分の弱化が進んだことがわかる。 
















4）C 類（緑記号）と D 類（青記号）：	 語幹が「朝」や「夜」を示すもの 
長江以南の東部に集中して分布している。C 類は“今朝”、“今早”のように語幹（第
二成分）が「朝」を示すもの。D 類は“今冥”、“今晡”のように語幹が「夜」と関














































	 2012 年 3 月 7、8 日、我々は北京語言大学と共同で、「第 1 回中国方言文化国際学術
討論集会」を金沢で開催した。これは曹志耘教授が着手されている“中国方言文化ア
ーカイブ”構築プロジェクトを契機とし、中国側から要請があったものである。中国
側報告者 11 名（他に台湾の研究者 1 名）の報告があり、日本から 6 件の報告があっ
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